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「電光掲示板の譬え」を具体的に表すものとして、場の演算子を考える。
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n̂kσ ≡ â†kσ âk を定義すると、このσ
n̂k の固有値がゼロか１となり、σ

n̂k が電子数演算子を与えることがわかる；σ

n̂2
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Ĥ =
∑
σ

∫
drψ̂†σ(r)(− h̄2

2m
∇2)ψ̂σ(r

となることがわかる。一方、（ここでは示さないが）二体の相互作用は、

)
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